
1者随契 相見積 プロポーザル

1
平成30年度外国人
観光客受入体制強
化事業委託業務

　第5次沖縄県観光振興基本
計画で定める入域外国人観
光客にかかる目標値を確実
に達成するため、国際観光
地に相応しい世界水準の受
入体制を構築する。

206,779 ○

　
　本業務は、国際観光地に相応しいインバウン
ドの受入体制を構築する取り組みであり、県内
全域の受入体制構築を統一的に行うためには
一連の事業を包括的に実施する必要があるこ
とから、行政の観光施策や県内外の観光に関
する情報に精通し、観光関連団体や事業者と
綿密な連絡調整が図れる体制を有し、かつ、取
りまとめる役割が必要不可欠となる。
　また、インバウンドの受入環境の整備は、県
の海外誘客事業と綿密な連携を図りながら推
進していく必要がある。
　一般財団法人沖縄観光コンベンションビュー
ローは、県の観光施策等に基づき観光客誘客
促進等により県経済の発展を図ることを目的に
設立された県が出資する一般財団法人であり、
公的な性格を有し公平・中立な立場で業務を遂
行することが可能であるほか、観光関連団体及
び事業者を統率することができ、かつ全県的な
ネットワークを有していることから、本業務に必
要な要件を満たす唯一の法人である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課

公社等名　一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県と公社等の委託事業に係る随意契約状況調査票（平成30年度）
部等名　文化観光スポーツ部
課名　観光政策課

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

2
平成30年度 教育旅
行推進強化事業委
託業務

　国内外の教育旅行需要を
長期的かつ安定的に確保す
るために必要な誘致活動と
受入体制の整備に取り組
む。

104,436 ○

　
　県の修学旅行誘致施策に精通するとともに、
県内外の観光関係者に公的な性格及び中立的
な立場を有すると認識され、観光危機時の対応
及び県内外の観光関係者との連絡調整を行う
役割を事実上担っている機関は、現時点では一
般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
（以下「ＯＣＶＢ」という。）のみと考える。
　また、上記の修学旅行に関する対応や取組み
は、単独で完結することなく相互に連動し影響
を及ぼすことから、修学旅行の総合的な対応窓
口として事実上機能しているＯＣＶＢが一体的に
行うことが必要である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課

3
平成30年度沖縄観
光受入対策事業委
託業務

　台風時における観光客の
安全対策を実施し、安全・安
心な観光地づくりを推進する
とともに、８月の「観光月間」
を広く展開することにより、県
民をはじめとした各関係機関
に対し、観光客受入の意識
高揚を図る

35,110 ○

　
　当該事業は台風時等における観光客の安全
対策をはじめとした観光客の安心・安全の確保
や、県民及び各関係機関に対して観光客受入
体制の意識高揚を図ることを目的としているた
め、委託契約の相手方は県全体の観光関連団
体や観光関係業者を統率する役割及び全県的
ネットワークを有することが必要とされる。
  また、台風時の空港滞留観光客への対応や、
各宿泊施設及び公共交通機関との連絡調整等
の台風対策を実施する必要があることから、公
平・中立的な立場であることが求められる。
  OCVBは、上記の条件を満たす唯一の委託先
である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

4
平成30年度沖縄観
光国際化ビッグバン
事業委託業務

　外国人観光客200万人の実
現に向けて国際観光地沖縄
の基礎的需要の創出を図る
ため、航空路線の誘致や知
名度向上、受入体制の構築
等を行う。

818,089 ○

　
　長年、県の観光推進母体として各種観光施策
の実施に取り組むなど、観光に関する知識・ノ
ウハウを有している。また、多数の県内観光事
業者等を賛助会員とし、さらに、定期的に観光
事業者等と連絡会議を行うなど、観光業界に広
いネットワークを有する唯一の団体である。
　また、県の観光施策等に基づき観光客誘致促
進等により県経済の発展を図ることを目的とし
て設立された県が出資する一般財団法人であ
り、公的な性格を有することから、本業務の委
託先として該当する唯一の組織である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課

5
平成30年度観光人
材育成・確保促進
事業委託業務

企業向け研修、人材確保の
支援等の実施

79,707 ○

　
　本事業は、事業者への金銭的な助成を伴うと
ともに、事業者の研修企画体制や研修体制にも
立ち入り、調査する場合もあるため、競合関係
が生じる民間事業者ではなく、公的性質を有す
る機関へ委託する必要がある。
　また、（一財）沖縄観光コンベンションビュー
ローは公的立場から人材育成に取り組んでお
り、観光関連企業及び人材育成企業等に中立
的立場にあると認識され、県観光関連企業等が
応募しやすい立場にいる。
　以上のことから、本業務の委託先として該当
する唯一の組織であるとして選定した。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

6
平成30年度クルー
ズ船プロモーション
事業委託業務

　「世界水準の観光リゾート
地の形成」に向け、クルーズ
船寄港支援等メニューを活
用しながら、国内外での船会
社へのセールス活動や展示
会出展等のプロモーション展
開、受入体制の拡充等を実
施し、クルーズ船誘致活動を
推進する。

50,099 ○

　
　本事業は、クルーズ船社、旅行会社、船舶代
理店、各港の受入団体等と連携を図りながら官
民一体となって国内・海外からのクルーズ船の
誘致活動および受入の取組を行う。その為、県
全体の観光関連団体及び観光関係業者等を統
率する役割及び全県的ネットワークを有するこ
とが必要である。
また、本事業では、船社、旅行社等に対しての
助成事業も行っている。
　審査過程においては企業の内部情報を知りう
る状況もあり、常に公平・中立的立場で業務を
執行することが求められる。
　契約の相手方である一般財団法人沖縄観光
コンベンションビューローは、長年、県の観光推
進母体として各種観光施策の実施に取り組む
など、観光に関する知識・ノウハウを有してい
る。また、多数の県内観光事業者等を賛助会員
とし、さらに、定期的に観光事業者等と連絡会
議を行うなど、観光業界に広いネットワークを有
する唯一の団体である。
　また、県の観光施策等に基づき観光客誘致促
進等により県経済の発展を図ることを目的とし
て設立された県が出資する一般財団法人であ
り、公的な性格を有することから、本業務の委
託先として該当する唯一の組織であるとして選
定した。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

7
平成30年度沖縄観
光誘致対策事業委
託業務

　沖縄２１世紀ビジョン基本
計画の基本施策として掲げ
ている世界水準の観光リ
ゾート地の形成を実現するた
め、県外及び国外を対象とし
た観光キャンペーンの展開
や各種メディアを活用した宣
伝事業、観光業界とタイアッ
プした各種共同キャンペー
ン、観光パンフレットの作成・
配布などの各種事業を実施
することにより、激化する国
内外観光リゾート地との「競
争力強化」を行い、本県観光
産業の持続的発展を図る。

117,961 ○

　本業務は、沖縄関係県外イベントタイアップ等
を行うにあたり、航空会社、旅行会社、観光施
設、その他の観光事業者と様々な連携を行う。
そのため、観光事業者が実施する事業に県の
観光施策を反映させるためのアドバイスやコー
ディネートを行うとともに、県内観光事業者全般
にわたる人脈などのネットワーク及び情報共有
体制が整備されている必要がある。
　また、本事業は、一般財団法人　沖縄観光コ
ンベンションビューロー（以下、「ＯＣＶＢ」）による
プロモーションのほか航空会社や旅行会社との
タイアップ事業等の広告支援等も行う。当該事
業を実施するにあたっては、各社の広告媒体の
計画や旅行商品の方向性など各社が管理すべ
き情報が含まれるほか、当該情報を元に公平
中立の立場で事業を実施していく必要がある。
ＯＣＶＢは公平･中立公的性格を有する一般財
団法人であり、各航空会社や旅行会社からも、
信頼性が担保されている団体である。
　また、ＯＣＶＢは、長年、県の観光推進母体と
して各種観光施策の実施に取り組むなど、観光
に関する知識・ノウハウを有している。また、多
数の県内観光事業者等を賛助会員とし、さら
に、定期的に観光事業者等と連絡会議を行うな
ど、観光業界に広いネットワークを有し、観光業
界に関する多大な情報量を持つ有一の団体で
ある。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

8
平成30年度離島観
光活性化促進事業
委託業務（OCVB)

　県内離島観光への誘客強
化ひいては沖縄観光の魅力
の多様化及び高付加価値化
につなげるため、離島独自の
プロモーション活動の展開や
全県的な誘客展開との連動
性を高めた季節ごとのきめ細
かなプロモーションを実施す
る。

101,896 ○

　
　契約の相手方は、観光客誘致促進等により県
経済の発展を図ることを目的に設立された県が
出資する一般財団法人であり、公的な性格かつ
当事業の市場形成において必要な観光事業者
の情報及びネットワークを有していること、沖縄
県の観光推進母体として長年各種観光施策の
実施に取り組んできたこと等から、委託業務を
担う県内で唯一の団体である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課

9
平成30年度観光危
機管理支援対策事
業委託業務

　観光地としての安心・安全
を確保するという課題に対応
するため、国、市町村、ＯＣＶ
Ｂ、地域観光協会、観光業界
等と連携して観光危機管理
に関する先導的な取組を実
施し、県内各地に波及、拡大
を図る。

23,086 ○

　
　「沖縄県観光危機管理実行計画」の策定にあ
たり、県と（一財）沖縄観光コンベンションビュー
ロー（以下「ＯＣＶＢ」という）が中心となって地域
観光協会や航空会社、旅行会社、観光施設等
の事業者と様々な連携・調整を行ってきており、
今後も県内観光事業者全般にわたるネットワー
クを有する必要がある。また危機管理体制など
の情報については、民間事業者の情報も適切
に管理し扱う必要があり、公平・中立的立場で
業務を執行することが求められる。
　以上のことから、ＯＣＶＢが本業務の委託先と
して該当する唯一の組織であるとして選定し
た。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

観光振興課

　
　本業務は、沖縄関係県外イベントタイアップ等
を行うにあたり、航空会社、旅行会社、観光施
設、その他の観光事業者と様々な連携を行う。
そのため、観光事業者が実施する事業に県の
観光施策を反映させるためのアドバイスやコー
ディネートを行うとともに、県内観光事業者全般
にわたる人脈などのネットワーク及び情報共有
体制が整備されている必要がある。
　また本事業は、OCVＢによるプロモーションの
ほか航空会社や旅行会社とのタイアップ事業等
の広告支援等も行う。当該事業を実施するにあ
たっては、各社の広告媒体の計画や旅行商品
の方向性など各社が管理すべき情報が含まれ
るほか、当該情報を元に公平中立の立場で事
業を実施していく必要がある。OCVBは公平･中
立公的性格を有する一般財団法人であり、各航
空会社や旅行会社からも、信頼性が担保されて
いる。
　OCVBは、長年、県の観光推進母体として各
種観光施策の実施に取り組むなど、観光に関
する知識・ノウハウを有している。また、多数の
県内観光事業者等を賛助会員とし、さらに、定
期的に観光事業者等と連絡会議を行うなど、観
光業界に広いネットワークを有し、観光業界に
関する多大な情報量を持つ団体である。
　以上の理由から、本業務に係る委託契約につ
いては、目的または性質から、契約を履行でき
るものが特定されるため、地方自治法施行令第
１６７条の２第１項第２号並びに沖縄県随意契
約ガイドライン５-（２）-⑩－オ号に基づき、契約
の相手方をＯＣＶＢとする随意契約を行うことが
適当である。

10
平成30年度国内需
要安定化事業委託
業務

　国内観光客の安定した需
要を喚起し、盤石な誘致基盤
を形成するため、季節ごとに
ターゲットを特定したプロモー
ションを行うほか、路線拡大
を促すためのプロモーション
活動等を行う。

271,245 ○ ○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

11
平成30年度フィル
ムツーリズム事業
委託業務

　当事業は沖縄観光への需
要喚起を図る一つの要素とし
ての認知度（理解・好意）向
上を映像を活用して実施す
る。国内外の映画祭等出展
をとおしてロケ地沖縄のＰＲ
及びロケ隊の受入整備強化
を推進するとともに、沖縄国
際映画祭を活用した沖縄ロ
ケ地映像番組のメディアへの
露出により、沖縄滞在イメー
ジの情報発信を行う。

52,942 ○

　
　本業務は、制作者のイメージにあった撮影に
関する情報提供を行うことが求められ、各地の
風景、建物、自然環境、撮影にかかる機材情
報、ロケ地までの機材運搬などの情報を熟知し
ている必要がある。また、地域の観光資源を映
像コンテンツに反映させていくには、観光施設、
ホテル等の観光事業者ばかりでなく市町村とも
様々な連携を行う必要がある。そのため、事業
者と制作者側をつなぐコーディネートを行うとと
もに、自治体を含む県内観光事業者全般にわ
たる人脈・情報などのネットワーク及び情報共
有体制が整備されていることが求められる。
　沖縄観光コンベンションビューローはロケ誘致
支援に特化した沖縄フィルムオフィスを設置して
おり、県内全域を対象に、ロケ支援を実施でき
る県内で唯一の組織であり、これまでの支援実
績からロケ地情報を豊富に有し充分な支援体
制にある。
　

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

12

平成30年度カップ
ルアニバーサリー
ツーリズム拡大事
業委託業務

　観光入域客数及び観光消
費額の増加に資することを目
的として、沖縄リゾートウェ
ディング協会をはじめとする
観光関係事業者及び市町村
との連携を図りながら、国内
外におけるプロモーション及
び受入体制強化、沖縄カップ
ルアニバーサリーのブラン
ディング及び拡大に取り組
む。

27,290 ○

　リゾートウェディング等の事業においては、受
託事業者がブライダル、ホテル、旅行会社等の
事業者と連携し、市場動向を見極め、事業を
行っていく必要がある。
　加えて、受託事業者がリゾートウェディング等
に関する長年の経験で蓄積された知識やノウ
ハウを有することが必須である。
   また、総合的・公益的な視点から、ブランドイ
メージを醸成・発信するとともに、国内・海外市
場を積極的に開拓することを通して受け皿であ
る県内の観光関連企業全体を牽引していく必要
があるため、公平・中立な立場での事業執行が
求められる。
　さらに、本事業では香港・台湾を中心に海外プ
ロモーションを実施している。今後、台湾におい
てはさらなる需要増を見込んでおり、本業務の
委託先は、台湾に現地事務所を有し、効果的な
プロモーションや広告手法などを含め現地の事
情に精通しているＯＣＶＢが適任である。

○

　ＯＣＶＢの事業執行
能力、体制等を発揮
した上で、高度な専
門的知識・技術を要
するものについては、
民間を含めた企画提
案等を広く公募するこ
となどにより、より効
果的な事業展開が期
待できることから、再
委託を行っている。

観光振興課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

13
戦略的MICE誘致促
進事業委託業務

国内、海外からの新たな需
要を取り込むことで市場の拡
大を図り、沖縄MICE産業の
発展に資するため、MICEの
誘致・受入に係る各種事業を
継続的・集中的に実施する。

278,686 ○

　本業務は、沖縄で開催されるＭＩＣＥ案件への
各種助成金支援（シャトルバス運行支援、開催
歓迎支援等）などを行うため、各社から助成金
の申請があった場合、審査過程において、企業
の内部情報を知りうる状況となることから、常に
公平・中立な立場で業務を執行することが求め
られる。
　 また、商談会・見本市への出展や沖縄MICE
セミナーの開催等に当たっては、県全体のＭＩＣ
Ｅ施設、ホテル、航空会社、旅行会社、観光施
設、その他のＭＩＣＥ関連事業者を統率する役割
が求められるほか、全県的なネットワークを有し
ていることが不可欠である。

○

　左記のＯＣＶＢの事
業執行能力、体制等
を発揮した上で、民間
を含めた企画提案等
を広く公募するほか、
航空会社や旅行社等
が持つ媒体等を活用
することにより、より
効果的な事業が展開
出来るため。

MICE推進課

14
観光誘致対策事業
（観光整備課）

沖縄MICE産業の発展に資す
るため、MICEの誘致・開催支
援等に係る事業を実施する。

7,540 ○

　本業務は、業務内容が沖縄で開催されるＭＩＣ
Ｅ案件への開催歓迎支援等を含むため、公平・
中立的立場で業務を執行することが求められ
る。
　また、県全体のＭＩＣＥ施設、ホテル、航空会
社、旅行会社、観光施設、その他のＭＩＣＥ関連
事業者と全県的なネットワークを有していること
が不可欠である。

○

　左記のＯＣＶＢの事
業執行能力、体制等
を発揮した上で、民間
を含めた企画提案等
を広く公募するほか、
航空会社や旅行社等
が持つ媒体等を活用
することにより、より
効果的な事業が展開
出来るため。

MICE推進課



1者随契 相見積 プロポーザル

№ 委託業務名 委託業務内容
契約額
（千円）

随意契約の方法

随意契約の理由
再委託
の有無 再委託の理由 県の担当課

15
スポーツ観光誘客
促進事業

スポーツコンベンションの更
なる振興を図るため、マラソ
ンやサイクリングなど数多く
のスポーツイベント開催情報
や年中温暖な気候、自然環
境等、本県のスポーツ環境
の認知度向上を図るため、
県外・海外へ多角的なプロ
モーションを行う。

68,189 ○

　
　本事業を推進するには、県外・海外へ沖縄の
スポーツ環境及びスポーツイベント等に係る多
角的なプロモーションを実施し、スポーツに起因
した誘客を促進することとしており、観光関係団
体との連携は重要であり、県全体の観光関連
団体及び観光関係業者を統率する役割及び全
県的なネットワークを有し、公平・中立的立場で
業務を遂行することが必要である。 ○

事業実施にあたって
は実績やノウハウの
ある業者と連携する
ことで、より効果的な
プロモーションを行う
ことが出来るため。
具体的には、プロス
ポーツチームと協同
したプロモーション
や、事業内容を的確
に実施できる能力を
有している事業者を
企画公募により選定
し、事業を実施してい
る。

スポーツ振
興課

2,243,055 15 0 0 15合計


